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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】平成27年7月2日(2015.7.2)

【公表番号】特表2014-519823(P2014-519823A)
【公表日】平成26年8月21日(2014.8.21)
【年通号数】公開・登録公報2014-044
【出願番号】特願2014-511959(P2014-511959)
【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｑ   1/68     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  27/416    (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  33/50     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｑ    1/68     　　　Ｚ
   Ｇ０１Ｎ   27/46     ３０１Ｍ
   Ｇ０１Ｎ   33/50     ＺＮＡＰ
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成27年5月15日(2015.5.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　分析物の存在、不存在または特性を決定するための方法であって、（ａ）膜に前記分析
物を結合させるステップであって、ここで分析物は膜に存在する検出器を介して膜に結合
されてないステップと（ｂ）前記分析物を前記膜に存在する検出器と相互作用させ、それ
によって前記分析物の存在、不存在または特性を決定するステップとを含む方法。
【請求項２】
　前記膜が、両親媒性層または固体層である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記分析物が、約０．００１ｐＭ～約１ｎＭ、例えば０．０１ｐＭ未満、０．１ｐＭ未
満、１ｐＭ未満、１０ｐＭ未満または１００ｐＭ未満の濃度で存在する、請求項１又は２
に記載の方法。
【請求項４】
　前記分析物が、ポリペプチドまたは疎水性アンカーを介して前記膜に結合される、請求
項１から３のいずれか一項に記載の方法。
【請求項５】
　前記疎水性アンカーが、脂質、脂肪酸、ステロール、カーボンナノチューブまたはアミ
ノ酸である、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記分析物が、リンカーを介して前記膜に結合される、請求項１から５のいずれか一項
に記載の方法。
【請求項７】
　前記検出器が、膜貫通細孔又は膜貫通タンパク質細孔を含む、請求項１から６のいずれ
か一項に記載の方法。
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【請求項８】
　前記膜貫通タンパク質細孔が、Ｍｓｐまたはα－溶血素（α－ＨＬ）から得られる、請
求項７に記載の方法。
【請求項９】
　（ａ）前記分析物を前記検出器と相互作用させるステップと、
　（ｂ）前記相互作用の間に前記細孔を通る電流を測定し、それによって前記分析物の存
在、不存在または特性を決定するステップと
を含む、請求項７または８に記載の方法。
【請求項１０】
　（ａ）前記分析物を同定するため、または
（ｂ）標的ポリヌクレオチドの配列を推定若しくは決定するため
の、請求項１から９のいずれか一項に記載の方法。
【請求項１１】
　標的ポリヌクレオチドである分析物を配列決定する方法であって、
　（ａ）請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法を実行するステップであって、前記
標的ポリヌクレオチドが膜貫通細孔を通って移動するように検出器は前記細孔を含む、ス
テップと、
　（ｂ）前記標的ポリヌクレオチドが前記細孔に関連して移動するときに前記細孔を通る
電流を測定し、それによって前記標的ポリヌクレオチドの配列を決定するステップと
を含む方法。
【請求項１２】
　（ａ）膜に前記標的ポリヌクレオチドを結合させるステップと、
　（ｂ）ポリヌクレオチド結合タンパク質が膜貫通細孔を通る前記標的ポリヌクレオチド
の移動を制御し、前記標的ポリヌクレオチド中のヌクレオチドが前記細孔と相互作用する
ように、前記膜に存在する、前記細孔および前記タンパク質を含む検出器と、前記標的ポ
リヌクレオチドを相互作用させるステップと、
　（ｃ）前記標的ポリヌクレオチドが前記細孔に関連して移動するときに前記細孔を通る
電流を測定し、それによって前記標的ポリヌクレオチドの配列を決定するステップと
を含む、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　（ａ）膜貫通細孔、（ｂ）ポリヌクレオチド結合タンパク質および（ｃ）膜に前記標的
ポリヌクレオチドを結合させる手段を含む、標的ポリヌクレオチドである分析物を配列決
定するためのキット。
【請求項１４】
　（ａ）膜、（ｂ）前記膜にある複数の膜貫通細孔、（ｃ）複数のポリヌクレオチド結合
タンパク質および（ｄ）前記膜に結合している複数の標的ポリヌクレオチドを含む、標的
ポリヌクレオチドである分析物を配列決定するための装置。
【請求項１５】
　前記膜および複数の細孔を支持することができ、前記細孔を使用してポリヌクレオチド
の配列決定を行うように操作できるセンサーデバイスと、前記配列決定を行うための材料
保持用の少なくとも１つの貯蔵部とを含む、請求項１４に記載の装置。
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